
「ＷA-日本のデザインと調和の精神」展
WA: l'harmonie au quotidien - 
Design japonais d'aujourd'hui

フランス・パリ
会期●2008年10月22日（水）

～09年1月31日（土）
会場●パリ日本文化会館
※ハンガリーのブダペスト（4月8日～5月
31日）、ドイツのハンブルク（6月19日
～10月4日）のほか、さらに欧州各国を
3～4カ国巡回

「ＷA-日本のデザインと調和の精神」展
国際巡回展スタート！

日本のすぐれたプロダクトデザインを紹介する国際巡回展が、2008年
10月22日から09年1月31日までのパリ日本文化会館での展示を皮切
りに始まった。ここでは代表的な作品とパリでの展示の模様を紹介する。

パリ日本文化会館での展示
より。照明を落とした会場
に、展示物が映えるよう、
美しくライティングされた
撮影：C.-O.Meylan（以下も同じ）
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柳
宗
理

そ
う
り

の
バ
タ
フ
ラ
イ
ス
ツ
ー
ル
か
ら
最
新
モ

デ
ル
の
携
帯
電
話
ま
で
。
50
年
来
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
・
オ
ー
ト
バ
イ
と
全
面
漆
塗
り
の
小
型
ス
ピ

ー
カ
ー
な
ど
。
大
小
１
６
０
点
の
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ

ダ
ク
ト
を
集
め
た
、
本
格
的
な
現
代
日
本
の
デ

ザ
イ
ン
展
、「
Ｗ
Ａ
│
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
と
調
和

の
精
神
」
展
が
欧
州
最
大
の
日
本
文
化
発
信
地
、

パ
リ
日
本
文
化
会
館
で
２
０
０
８
年
10
月
22
日

に
開
幕
し
ま
し
た
。

４
人
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
柏
木
博
（
武
蔵
野
美

術
大
学
）、
深
川
雅
文
（
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
）、
川
上
典
李
子
（
デ
ザ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）、
萩
原
修
（
デ
ザ
イ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
に

よ
っ
て
厳
選
さ
れ
た
現
代
の
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ダ
ク

ト
は
「
食
器
」
や
「
家
具
」
な
ど
の
12
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
、
そ
し
て
「
か
わ
い
い
」「
ミ
ニ
マ
ル
」

な
ど
日
本
デ
ザ
イ
ン
の
特
徴
を
示
す
６
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
わ
か
り
や
す
く
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る

「
Ｗ
Ａ
（
和
）」。
作
品
の
向
こ
う
に
あ
る
い
く
つ

も
の
対
立
概
念
│
最
先
端
デ
ザ
イ
ン
と
伝
統
工

芸
、
自
然
と
人
工
、
都
市
と
地
方
、
日
本
的
と

西
洋
的
│
を
調
和
さ
せ
、
融
合
さ
せ
る
力
こ
そ
、

日
本
デ
ザ
イ
ン
の
特
徴
、「
和
」
な
の
で
す
。

「
和
」
は
調
和
の
「
和
」
で
あ
る
と
と
も
に
、

「
日
本
」
を
も
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
の
展
覧
会

で
提
示
さ
れ
た
数
々
の
デ
ザ
イ
ン
を
読
み
解
く
た

め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

対立概念を調和、融合させる
デザインの力

会場は、「12のカテゴリー」と「６のキーワード」
にしたがってセクション別にわかりやすく展示。
「家具」のセクション（手前）から「あかり」のセク
ション（奥）を見る。左は展覧会のポスター
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も
う
ひ
と
つ
の
目
玉
は
、
展
示
空
間
。
松
下
デ

ザ
イ
ン
室
の
洗
練
さ
れ
た
会
場
サ
イ
ン
と
ミ
ラ
ノ

サ
ロ
ー
ネ
（
ミ
ラ
ノ
国
際
家
具
見
本
市
）
で
も
大
評

判
の
日
本
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
チ
ー
ム
、「
ト
ネ
リ
コ
」

の
空
間
構
成
が
融
合
し
、
天
井
か
ら
吊
り
下
げ
ら

れ
た
ド
ロ
ッ
プ
ペ
ー
パ
ー
が
幾
重
に
も
連
な
る
、

そ
れ
自
体
が
作
品
の
ひ
と
つ
と
言
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
、「
幻
想
的
な
展
示
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

（
来
場
者
コ
メ
ン
ト
）
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

開
幕
し
た
10
月
22
日
に
は
４
人
の
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
に
、
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
セ
ン
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
部
門

の
主
任
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
マ
リ
ー
＝
ロ
ー

ル
・
ジ
ュ
ッ
セ
氏
を
迎
え
、「
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
日
本

デ
ザ
イ
ン
の
真
髄
を
探
求
す
る
論
議
に
、
フ
ラ
ン

ス
の
聴
衆
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

な
に
げ
な
い
、
シ
ン
プ
ル
な
形
の
フ
ラ
ワ
ー
ベ

ー
ス
。
デ
ザ
イ
ン
性
だ
け
で
な
く
機
能
性
に
も
優

れ
た
洗
濯
機
。
思
わ
ず
手
を
触
れ
て
し
ま
い
た
く

な
る
よ
う
な
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
ラ
イ
ン
の
自
転

車
。
そ
れ
ぞ
れ
に
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
ス
が
光

っ
て
い
ま
す
。

ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
ほ
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
地
へ
の
巡
回
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

の
デ
ザ
イ
ン
を
再
発
見
す
る
と
同
時
に
、
現
代
の

デ
ザ
イ
ン
の
潮
流
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
　a

（
文
・
牧
瀬
浩
一
）

↑『オーパス-１ネロ』2008年
D：岩崎一郎
（IWASAKI DESIGN STUDIO）
C：有限会社エバーグリーンイ
ンターナショナル

©EVERGREEN INTERNATIONAL

→『ワンピーススリッパ』
2004年
D：廣田尚子
（ヒロタ・デザインスタジオ）
C：naoca

↑『タグカップ』2004年
D：塚本カナエ
（Kanae Design Labo）
C：アッシュコンセプト
© h concept

↑『スーパーカブ50』1958年
C&D：本田技研工業株式会社
© Honda Motor Co., Ltd.

→『サイレントギター』2001年
D：ヤマハデザイン研究所
C：ヤマハ株式会社
© YAMAHA Corporation

↑『kehai』2004年
D：小泉誠（コイズミスタジオ）
C：株式会社タカタレムノス
Photo by Hiroyuki Shinohara

→『INFOBAR』2003年
D：深澤直人
（NAOTO FUKASAWA DESIGN）
C：KDDI株式会社

↑『オムニボット・ワンセブンミュー・
アイソボット』2007年
D：苑田文明
C：株式会社タカラトミー
© 2007 TOMY

D：デザイン
C：会社




